
派遣留学報告書(9 月分)                 機械工学専攻 高橋 伊織 

 

 

  
- 1 - 

はじめに 

金沢工業大学大学院の学生が参加できるこの交換留学プログラムは、8月下旬から翌年の5月上

旬の間、UIUC (University of Illinois at Urbana Champaign)のクラスに大学1年生として参加

するものです。また交換留学が決まってから、希望者はUIUCの夏学期(6月上旬から7月下旬まで

の約2か月間)にIEI (Intensive English Institution)に通って、英語を英語で学ぶクラスを受け

ることができます。私は英語の能力が低いため、まずはIEIに通って英語に慣れようと思い約2か

月間通いました。現在私はIEIの2か月、1か月の夏休みとUIUCのクラス1か月を終え、渡米して

すでに4か月もたっていることに、この報告書を書きながら驚愕しています。 

 本報告書では、IEIでのクラスと秋学期UIUCで履修しているクラスについて報告させていただき

ます。 

 

IEI (Intensive English Institution) 

 私は 6 月上旬から 7 月下旬までの 2 か月間、IEI に通っていました。最初の 1 週間は IEI の

Intern(UIUCの学生)や先生たちから、キャンパスにおける生活の仕方を教えていただけます。キャ

ンパス内のバスの乗り方、買い物の仕方、レストランでのオーダーやチップの払い方などを実際に

一緒に行動して指導してくれます。ピクニックなどの様々なイベントも開催してくれるので、友達

を探すチャンスが多かったです。この期間にクラス分けのテストが行われ、これにより100から600

の6クラスにレベルごとに分けられます。私は200のクラスで一日4科目、計4時間のクラスを受

けました。クラス内容はlistening、writing、reading、pronunciationの4科目です。クラスのす

べてが英語のみという初めての経験に最初は戸惑いましたが、1 か月もすると慣れてきたため休み

時間に友達と会話をするようになっていました。またクラスの多くがサウジアラビア人で、クラス

外に彼らと話すことで彼らの宗教に対する考え方も学ばせていただきました。ラマダン (イスラム

教の義務である断食のこと) の期間はいつもコーヒーを飲みながらクラスを受けていた人が、本当

に水さえも飲まなかったのには驚かされました。最初はどうなるのだろうと心配ばかりしていまし

たが、とても有意義な経験をさせていただきました。 

 

UIUC (University of Illinois at Urbana Champaign) 

秋学期履修している科目を下記に示します。 

・ESL111   : Intro to Academic Writing 

・ASTRO100 : Introduction to Astronomy 

・EALC250  : Intro to Japanese Culture 

・MSE280   : Engineering Materials 

 

ESL111 : Intro to Academic Writing 

 このクラスは英語を母国語としていない人のためのクラスで、主にレポートを書く際の構成につ

いて学びます。夏休みの間に EPT( English Placement Test )を受けた結果、受講することになり

ました。クラスの初めに現在の英語力を知るテストとして、一つのエッセイを書きました。クラス

を通じてこのエッセイを修正し、最終的には最初のエッセイと比較してどのくらい成長したかを比

べる予定になっています。このクラスで特に苦戦しているのが、他人のエッセイを読んで問題点を

指摘することです。3人1グループでほか2人のエッセイを読んで、問題点とその解決案を出す課

題が毎週あり、多くの時間を割いています。クラスは先生が英文の構成について説明して、その後

英語の例文を出して、どこがどのように間違っているかをクラスメイトと討論します。私はまだま

だ英文を読むのが遅いので、まだ読み終わっていないのに討論が始まってしまい参加できない状況

です。そのため今は、どこが最も重要かを予測して、素早く自分の意見をまとめられるように努力
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しています。 

 

ASTRO100 : Introduction to Astronomy 

 このクラスは天文学の基礎的なことを学びます。教授の講義がメインなので、予習をしなければ

何について話しているかもわからないです。今月は月についての講義がメインでしたが、専門用語

が多くて理解に苦しんでいます。また講義以外にも天体観測などの課外授業があります。8 月下旬

に金星と土星の観測、9 月に入ってからはプラネタリウムに行って講義を受けました。金星と土星

の観測では天候に恵まれたため金星は肉眼で確認でき、土星の輪も望遠鏡ではっきりと見ることが

できました。たまたま流れ星も観測できたため、学生一同で盛り上がりました。プラネタリウムで

はイリノイ州から見える天体や星座などを学びました。実際に体験して学び、その後レポートを出

すことで復習できるので効率の良い学習方法だと思っています。 

 

EALC250 : Intro to Japanese Culture 

 このクラスは日本文化について学びます。このクラスも、教授の講義がメインなので予習をしな

ければいけないのですが、その量が毎回約20ページあるので読むのに苦労しています。履修する前

は現代の日本について学ぶのだと思っていましたが、実際は日本神話から始まり現在は鎌倉時代に

ついての授業になっています。日本に興味がある人がとるクラスなので、友達を作れるだろうと取

りましたが、ディスカッションがないためうまく進んでいません。もっと自分から積極的にならな

ければいけないと思っています。 

 

MSE280 : Engineering Materials 

 このクラスではセラミックスやポリマーなどの材料を科学的な面から学びます。専門知識の向上

を目的に履修しましたが、この授業が最も講義スピードが速いので苦戦しています。1 か月ですで

に教科書の1章から4章( 150ページ程度 )まで終わってしまいました。基本は教授の講義がメイ

ンで、新しい章に入るたびに新しい材料の特性を知るための実験をしてくれます。また早く教室に

行かなければ、席がほとんど埋まってしまうクラスなので毎回ほかの学生と席を取り合っています。 

 

 すでに渡米して4か月も経過しましたが、英語能力の向上について劇的な変化はありません。し

かし友達との挨拶や会話では、特に意識しなくても返事ができるようになってきました。アメリカ

に来れば一気に英語ができるようになるわけではありませんが、着実な成長が自分に起きているの

を実感しています。最初に来たときはお店で何か注文するだけでも不安だった生活でしたが、今は

アメリカに来れてよかったと思います。 

 

 以上で今月分の報告を終わります。 

 

 

 

 

 

 


